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道 路 関 係 四 公 団 民 営 化 

基 本 計 画 

整備計画（大津～城陽） 

整備計画（城陽～高槻） 

施行命令（大津～城陽） 

施行命令（城陽～高槻） 

政府 ・与党申 し合わせ 
（ 「抜本的見直し区間」に指定） 

第二京阪道路全線開通 

開通１年後の交通状況 

 ・名神（草津～大山崎）では渋滞回数が増加 

 ・京滋バイパスでは、交通量が増加し渋滞回数が約３倍に激増 

第２回国幹会議 

 

 

第４回国幹会議 

 

主要な周辺ネットワークの供用後における交通状況等を見て、 

改めて事業の着工について判断⇒「当面着工しない区間」 

（議事録）道路局長「第二京阪供用後の交通状況を見て検証し
報告する」 

新名神  着工しない理由は、無い 国は、新名神の建設財源を措置している 
～ 西日本高速道路(株)の勘定図 ～ 

ただし 

京都府作成 

要した建設費等 
９．７兆円 

＝ 

供用中路線に 

新名神  6800億円 

2050年までの 

 料金収入 

２９．３兆円 
管理費・金利 

２．７兆円 建設費 

１６．９兆円 
2050年までの 

名神高速道路（ＮＥＸＣＯ西日本管内）の収支状況(H22) 

名神高速道路 

料金収入 

６３０億円／年 

他路線へ 

金利負担 １７０億円 

３２０億円 

管理費 １４０億円 

＝ 

※ 出典：（独）日本高速道路保有・債務返済機構高速道路機構 
   「平成２２事業年度決算承認及び決算に合わせて 
      開示する高速道路事業関連情報について」 

着工見合せ（2005年～） 


